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﹂
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︒
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︑
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︑
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﨑
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◀左上から、田里さん、伊藤さん、湯
野川さん。左下から、早川さん、片岡
さん、山﨑区長、田中さん、園上さん

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを

成功させよう！

▲表彰校の代表児童と山﨑区長で、はいチーズ！

ます。こどもたちはチェックシートに｢テレビの音量を下げる｣など、その日
に実行できた活動を記録し、CO2削減量を計算します。対象児童の95％以上
が取り組むなど、児童1人ひとりの意識が高くなっています。今年は、辰巳小
学校が4年連続で成果トップとなり、その他上位8校とともに表彰されました。
参加した全校には、企業・団体の協賛による参加賞が贈られます。表彰式後
には、東京海洋大学客員准教授のさかなクンが、｢環境とエネルギー｣をテー
マとした講演を行いました。

区内4小学校で出前講座を実施

区では、｢カーボンマイナスこどもアクション｣の出前講座を行いました。
今年は八名川小、扇橋小、明治小、有明小の5年生が、地球温暖化とエネルギ
ーについて学びました。今回は東京ガス㈱と協働し、燃料電池を使った実験
を盛り込みました▢問 温暖化対策課環境調整係☎3647-6124

▲「谷風・小野川横綱授与の図」勝川春英画（相撲博物館蔵) ▲ランス

▲フレーズ
◀ムッシュ・キタノ

グランプリToshi Yoroizuka賞は誰の手に！

豊洲文化センターでは、区民の方々と協働して、変貌著し
い豊洲・湾岸地域の街の魅力や情報を紹介するミニコミ誌を
作成しました。区民協働講座を受講した区民の方々が主体と
なって取材等を行い、住民ならではの視点でテーマ別に記載
されています［配布場所］各文化センター、図書館など▢費 無
料▢問 豊洲文化センター☎3536-5061

1人当たりCO2削
減量(総削減量)

平成26年度取り組み結果

扇橋1位

優秀賞

辰巳最優秀賞

小学校名

100%(111人)
100%(68人)

参加率
(参加人数)

31.64(3512.04)kg
31.68(2154.24)kg

25.92(169,954)kg95.2%(6,557人)全44校計
努力賞

深川2位
29.28(3015.84)kg100%(103人)水神3位
28.56(6711.6)kg100%(235人)第三砂町4位

第一亀戸、毛利、東砂、浅間竪川

31.20(3400.8)kg100%(109人)

10月、｢カーボンマイナ
スこどもアクション｣表彰
式が行われました。この活
動は、環境月間である6月
に1か月間、区立小学校全
ての5・6年生に家庭でCO2
排出量削減に取り組んでも
らうもので、取り組み結果
が優秀な学校を表彰してい

鎧塚俊彦さん


